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S101・ 02出土遺修
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S105出土遺物 (1)
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Si05出土遺物 (2)

S106床面出土土器
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加工段 l出土遺物 (1)
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加工段 1出土遺物 (2)
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SK21・ 23出土遺物

1～ 3区 弥生土器 (1)



図版62

氏 ■ 9

ｅ
囲

吼



図版63

甘IIIIIIIllll!|!|!la

1～ 3区 弥生土器 (3)
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1～ 3区 弥生土器 (4)
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1～ 3区 弥生土器 (5)
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1～ 3区 弥生土器・吉式上師器
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1～ 3区 弥生土器底部・蓋
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1～ 3区 石器 (1)
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1～ 3区 石器 (3)
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1～ 3区 石器 (4)
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SK38・ 土器群 1出土遺物
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1～ 3区 土師器 。須恵器・製塩土器・黒色土器
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F86-1

F70

1～ 3区 鉄製品
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6区調査風景

石器975出±1犬態

SK40
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北壁土層

北壁土層

式幾
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黒褐色土完掘状態 (北西から)
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黒褐色土完掘状態 (南西から)
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SK41弥生土器
出土状態

SK41弥生土器
出土状態

SK41Pl断面
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縄文土器 (3)
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弥生土器 (1)
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SK41 弥生土器 (2)・ 土器溜
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弥生土器 (2)・ 須恵器 。土師器・土製品
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960(

土師器 。中世須恵器・盗器系陶器・弥生土器の文様 。調整
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所収遺跡名 所在地
コー ド

北緯※ 東経※ 調査期間 調査面積 調査原因
市町村 遺跡番号

きたはらほんごう

北原本郷
島根県雲南市

木次町 】ヒ原

９０９
β

９
留

つ
０ Ql10

35度

13分

31秒

132】韮

57分

42ん少

20020520～

20021220

20030414～

20031212

9800nF ダム建設

遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

きたはらほんごう

北原本郷
集落・包含層 縄文時代

弥生時代

古墳時代

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

室町時代

竪穴住居跡  13
平地式建物跡 1
掘立柱建物跡 7
土器埋設遺構 1
加工段    1
+日河道

溝

土坑

配石遺構

鉄床石

縄文土器

弥生土器

土師器

須恵器

中世土師器

輸入陶磁器

国産陶磁器

石器

土製品

鉄製品

鉄津

縄文時代～中世の複合遺

跡

縄文時代前期～晩期の遺

構・遺物包含層

弥生時代中期～古墳時代

初頭の集落

弥生時代後期の焼失住居

1オ東

要  約 北原本郷遺跡は雲南市木次町北原に所在 し、斐伊川左岸の河岸段丘上に位置す
る。本書は、2002・ 2003年度に実施 した尾原ダム建設に伴う埋蔵文化財発掘調査
のうち、 1～ 3・ 6区の調査成果について報告 したものである。本遺跡は縄文時
代から中世にわたる複合遺跡である。縄文時代の遺構は、縄文時代後期の土器埋
設遺構 1基、平地式建物跡 1棟、後期～晩期の土坑などを検出した。縄文時代の
遺物は、前期から晩期の上器、石器が出土 してお り、後期前葉の旧河道では大量
の上器が検出された。また祭祀具と見られる土製品も出土 している。弥生時代～

古墳時代初頭の遺構は、竪穴住居跡13棟、掘立柱建物跡 5棟などが確認され、集
落の様相が明らかになった。竪穴住居跡のうち 1棟は、後期中葉の焼失住居で極
めて良好な遺存状態であった。古代～中世の遺構は、掘立柱建物跡 。溝・土坑な
どがあり、古代末から中世初頭の精錬鍛冶に関わる鉄床石や遺物 も検出された。

※緯度・経度は日本測地系による
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